特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年8月09日420号
●京の七夕への竹の提供完了　25日：竹伐り、27日西新道商店街納品：大村森島、29日：竹伐り、31日：竹伐り笹落とし、1日・朱雀二条商店街納品：深田徳田、2日・京都錦商店街納品：播川森島深田山村、今年は補助金の支給が決まらず、商店街からの注文日から納品日までが大変短く竹伐り作業日や納品日に協力を呼びかける期間もなく大慌てで作業を進めなくてなりませんでした。その結果、数人の方々に作業が集中しました。島原商店街や堀川町内会からの注文がなく3商店街に縮小しました。そして商店街のイベントへの出店もおことわりする残念な結果になりました。切り出し作業や納品のためにご苦労をおかけしました。
●親子川の学校　　熱中症が話題になる今年の夏です。山の小川も暑さ満杯です。参加者は合計約50名の取り組みになりました。今年で3回目の取組です。スタッフの皆さんは、川や付近の状況を呑み込んでいて手慣れた対応がされていました。今度の取り組みで川の状況の変化が目立ちました。魚の生育状況にも大きく影響が出ているようでした。川はいつも変化していることがわかりました。
●福島の子供支援　絆の取り組み　流しそうめんの竹樋つくりと火おこし器製作に協力を　10日9時から12時　京田辺市大住・竜王青少年野外センター8日の夕方福島県からの小学生30名の一行が到着されました。実行委員会のメンバーによって歓迎会を行いました。8日の事務局会議で流しそうめんの下準備を徳田さん森島さんそして竜王野外センターの館長さんのお手伝いもあってリハーサルを実施しました。問題は樋(ソーメンを流す樋)竹の節がどれだけ上手にとれているかという事です。テストすると十分対応できることがわかりました。明日(9日)の午前9時から竹のお椀を50個つくる作業を行います。都合のつく方は竜王野外センターにお越しください。午前中に作業は終了する予定です。火お越し機の製作で弾み車の材料と心棒に使う棒と、それを回す手回し棒の準備が出来ました。二つの取り組みは当初一日ずつの予定でしたが、日程の関係で午前9時30分から同時進行させることになりました。里山の会ではこの日のスタッフを10人と予定しています。協力すると返事をいただいたのは9名で後数名分のご協力をお願いしています。ご連絡を下さい。

●木津川上流域レンジャーとの共同企画　　木津川の源流を訪ねる　　出発：19日　　木津川流域センター7時30分
●喜撰山揚水式発電所、天ケ瀬ダム見学19日　9：30　天ケ瀬ダム門扉前集合　入場者数20人限定（小学生お断り）
上記二つの取組に、今少し余裕があります。大至急申し込んで下さい。
第16回里山講演会は、城陽市で初開催
城陽市男女共同参画支援センター　9月8日（土曜日）13時～17時
演題｢秀吉と淀川｣でお話をいただきます。大阪市歴史博物館館長　脇坂修氏　

ＪＲ城陽駅から徒歩３分（城陽中学グランド西）
●気仙沼市被災者住宅｢七半沢｣自治会56軒を訪問　復興支援（8月3～7日）にいってきました。（宇治城陽民主商工会の第９次取り組み）
「佐藤」自治会長さんのお話　今仮設に入っている我々は、2年間の暮らしは保証されているが、その後どうなるでしょうかね。アンケートでは　元の場所に戻りたい、否高台が良い、という意見に二分されている。我々高齢者は新しく建設する資金も無く、どうする事も出来ない。大変な不安を持っているとおっしゃっていました。(佐藤さんは奥さんを亡くされ、その遺体も見つかっていなく自治会長としてみんなのために活躍されています。訪ねた6日の夕方には夏祭りが行われ、私たち18人も祭の輪に入って交流をしました。
ツバメのねぐら入り観察会
8月11日(土)　近鉄向島駅　改札口
関西地方きってのツバメのねぐらとなっている淀川のヨシ原(伏見区観月橋下流部)

自然の偉大さを実感できる良い機会です。

多くの皆さんのご参加をおまちしています。
　　　　　　　　参加費無料　　　持ち物　　夕食弁当　敷物　双眼鏡など　団扇　飲み物　タオル
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

